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研究成果の概要（和文）：本研究では、ソーシャルビジネス（SB）に着目し、特にSBが必ずしも盛んとは言えな
い日本を対象に、ソーシャル・ビジネス・エコシステムの潜在性について考察した。個人を、SB実施者・支援
者、さらにはそれらの潜在的SB実施者・支援者（潜在者）に類型化し、SDGsに関連する変数などを入れてSB支援
者（もしくは潜在者）を規定する要因（変数）を明らかにした。また、それらの日本における地域的特性も考慮
に入れた。加えて、それらの知見をもとに、いかにSB支援者と実施者を有機的に結びつけるか、そのためにはど
のような仕組みづくりや評価の在り方が必要かについて、理論的・実践的検討を行った。

研究成果の概要（英文）：Compared to the rest of the world, Japan does not rank high in terms of 
social entrepreneurial activity and individual social entrepreneurship. This study has found a 
positive impact from potential social entrepreneurs on social investors. However, the actual social 
investment experience may depend on certain regional characteristics (for example, whether there are
 social entrepreneurs to invest in). Then, spatial analytics were introduced to improve the model's 
accuracy; furthermore, the results showed that actual social entrepreneurs in some areas were more 
likely to have experience in social investment, while potential social entrepreneurs are highly 
associated with social investors in areas without large cities. These findings assist in vitalizing 
entrepreneurial ecosystems where entrepreneurs are linked with social investors.

研究分野： 社会システム
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来のソーシャル・ビジネス（SB）研究は、実践事例や解決すべき社会課題に焦点があてられ、地域における実
践者や支援者との有機的なつながりであるソーシャル・ビジネス・エコシステム（SBE）としての分析は十分で
はなかった。そこで、本研究を実施し、次のことが示された。まず、SBが盛んでない日本では、SB無関心層が多
く、そこに働きかける仕組みが有効である。また、SB実施経験者が、SB支援者になる傾向にある。さらに、SBE
は、潜在的SB層へSB実施者・経験者の伴走支援が可能となる中規模コミュニティとして機能させることが有効で
ある。これらにより、いかにSBEづくりを行っていくか明確になり、その意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 ソーシャル・ビジネス（SB：Social Business）という概念の提唱者でもあるノーベル平和賞
受賞者のユヌス氏によると、ソーシャル・ビジネスでは、その達成すべき目標として、飢饉、ホ
ームレス、病気、公害、教育不足など、社会・経済・環境の諸問題の解決が挙げられる。そして、
その目的を確実に達成するため、従来の会社・ビジネスにはない幾つかの特徴を持たせる必要が
あることが強調されている（Yunus et al. 2010）。その最も大きな特徴の一つとして、企業の所
有者（株主ないし出資者）に対して配当金の支払いを行うとは限らないということが挙げられる。
これは、ソーシャル・ビジネスの活動に伴う利益は、その将来の活動のために使う必要があると
いう考え方に基づくものである（Yunus 2010）。このような理論的背景ゆえ、従来におけるソー
シャル・ビジネスに関する研究は、その実践事例や解決すべき社会課題に焦点があてられること
が多かった。SB において、その実践者と支援者の関係、つまり、誰が（個人か組織か）、どの分
野の SB を実践（支援）しているか、また、実践（支援）したいと思っているのか、その時の資
金調達（提供）はどのように行っているのかなど、地域や社会全体における実践者や支援者との
有機的なつながりをエコシステム（Ecosystem）（生態系）として捉えるソーシャル・ビジネス・
エコシステム（SBE：Social Business Ecosystem）としての分析は必ずしも十分ではない
（Bergman, 2017; Murray, 2014; Roundy, 2017; Roundy et al., 2017; Thompson et al., 2018）。
そもそも、現行の社会経済制度は、必ずしも SBE を前提にしておらず、SBE における実践者お
よび支援者そのものの数が少ない。したがって、どのくらいの人がどの分野の社会課題に関心を
持ち、認識しているか、潜在的な実践者および支援者はどのくらい存在するかといった潜在性に
関する分析および SBE が機能するために必要な施策や仕組みづくりについて検討することが必
要不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 

 
上記の研究背景のもと、本研究は、SB に着目し、これまでその社会的意義や先進的な実践な

ど定性的な事例研究が主として進んでいた同分野において、地域や社会全体における実践者や
支援者との有機的なつながりである SBE の潜在性を定量的に明らかにし、SBE が機能するため
に必要な施策や仕組みづくりについて検討することを目的とした。具体的には次の３つの目的
を設定した。 
【目的１】SDGs の目標に対応した SB における社会課題と SB 評価指標の再定義 
【目的２】SBE における実践者と支援者との関係およびその潜在性の分析 
【目的３】持続可能な社会に向けた SBE 形成のための施策の検討 
 
 
３．研究の方法 
 
 【目的１】を達成するため、まず、既存研究および指標について網羅的にレビュー・整理した。
その際、既存の多様な事業評価指標との関係性についても明示し、SB の評価指標が、SDGs の目
標指標のみならず、既存の多様な評価指標とどのように対応するか、または、対応させるための
理論を提示した。その後、SB の現況を把握するため、既存の国際調査（GEM 調査）で明らかにさ
れている、SBが盛んでない国（例えば、日本）で現地調査を実施し、【目的２】を達成するため
に、個人を対象とした詳細なアンケート調査を実施した。初年度は、そのためのアンケート調査
項目を作成した。その際、対象地での十分なサンプルを有する業者へ業務委託した。調査項目で
は、具体的に、SDGs の１６の目標への関心度や認知度、SB の従事経験の有無、関心の有無、支
援の有無、年齢、学歴、所得、職歴などの個人属性、さらには、生活満足度などの主観的評価を
尋ねた。 
また、2、3 年目は、初年度および２年目で実施した調査の結果を基に、対象サンプルとなる個
人を、SB 実施者・支援者、さらにはそれらの潜在的 SB 実施者・支援者（潜在者）に類型化（カ
テゴリーデータ化）した。そして、前述した類型別の属性や個人属性のみならず、SDGs の 16 の
目標に関連する変数などを入れて、ロジット分析を実施し、SB 実施者・支援者（もしくは潜在
者）を規定する要因（変数）を明らかにした。 
最後に、３年目では、【目的３】を達成するために、上記の分析を基に、持続可能な社会に向け
た SBE 形成のための施策を検討すると同時に、その理論的研究も実施した。 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
 本研究の成果について、初年度にアンケート調査を実施し、その結果を分析した。まず、対象
サンプルとなる個人を、ソーシャルビジネス（SB）実施者・支援者、さらにはそれらの SB 実施
者・支援者（潜在者）に類型化した（図 1参照）。 
 

 
 

図 1 SB 実施者・支援者（潜在者）の類型化 
研究業績（Nakamura, (2022): Characteristics and Relationships of Social 

Entrepreneurs and Social Investors in Japan, Journal of Social Entrepreneurship）より
抜粋 

 
さらに、SDGs に関連する変数や、ユヌス・ソーシャル・ビジネスへの理解度に関する変数な

どを入れて SB 支援者（もしくは潜在者）を規定する要因（変数）を、日本における地域的特性
も考慮に入れたうえで明らかにした（図 2参照）。例えば、SB実施経験者が、SB 支援者になる傾
向にあり、そのためには、地域的な SBE としてのつながりが重要であることなどが示唆された。
上記の主たる研究成果については、論文を執筆し、国際ジャーナルに投稿、掲載された（研究実
績一覧参照）。 
 



 
 

図 2  SB 支援者（もしくは潜在者）を規定する要因（変数）に関する分析結果 
研究業績（Nakamura, (2022): Characteristics and Relationships of Social 

Entrepreneurs and Social Investors in Japan, Journal of Social Entrepreneurship）よ
り抜粋 

 
加えて、潜在的 SB 実施者や支援者に対する詳細なヒアリング・インタビュー調査をオンライ

ンで実施した。また、それらの知見をもとに、いかに SB 支援者と実施者を有機的に結びつける
か、そのためにはどのような仕組みづくりや評価の在り方が必要か（ソーシャル・ビジネス・エ
コシステムの構築およびインパクト評価の評価指標）について、理論的・実践的検討を行い、そ
れについても論文化した。具体的には、SB が盛んでない日本においては、SB 無関心層が多く、
その層に働きかけるソーシャルネットワークシステム（SNS）など情報通信技術を利活用するこ
との有効性を示した。また、SBE に関しては、潜在的 SB 層に対して、SB 実施者及び実施経験者
の伴走支援が可能である、中規模レベルのコミュニティを SBE として機能させることの有効性
が示された。 
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